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人
事
院
と
法
務
省
で
は
、
入
国
警

備
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
国
警
備
官
は
、
全
国
の
地
方
入

国
管
理
局
な
ど
で
法
律
に
違
反
す

る
外
国
人
に
対
し
て
厳
正
に
対
処
し
、

日
本
の
安
全
と
国
民
生
活
を
守
り
、

世
界
秩
序
を
維
持
す
る
と
い
う
重
要

な
使
命
を
担
う
仕
事
で
す
。

受
験
資
格

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

採
用
予
定
数

　

約
１
０
０
人
（
変
動
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
）

試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

受
付
期
間

・
郵
便
ま
た
は
持
参

７
月
19
日
（
火
）
か
ら
８
月
２
日

（
火
）
ま
で
（
消
印
有
効
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

７
月
19
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら

７
月
26
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で

人
事
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用

ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji-s
h
ik
e
n
.

jp
/m
o
u
sh
iko
m
i-s3
4
.h
tm
l

第
一
次
試
験　

９
月
25
日
（
日
）

第
二
次
試
験　

10
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

10
月
20
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

　

福
岡
入
国
管
理
局
総
務
課
人
事
係

　

☎
０
９
２
（
６
２
３
）
２
４
０
０

　

熊
本
県
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
就
職
に
必
要
な
技
術

の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
習
会
を
実

施
し
ま
す
。

受
講
資
格

　

次
の
①
〜
⑥
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
現
在
就
職
希
望
し
て
い
る

②
雇
用
保
険
受
給
の
対
象
外
で
あ
る

③
全
日
程
出
席
で
き
る

④
現
在
学
生
で
は
な
い

⑤
開
講
日
に
お
い
て
65
歳
未
満

⑥
過
去
に
同
一
内
容
の
当
セ
ン
タ
ー

講
習
会
を
受
講
し
て
い
な
い

内　

容

　

９
月
５
日（
月
）〜
10
月
13
日（
木
）

の
昼
間
で
、
初
心
者
を
対
象
と
し
た

表
計
算
ソ
フ
ト
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
講
習

で
す
。
最
終
日
に
は
パ
ソ
コ
ン
表
計

算
３
級
の
検
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
講
料　

無
料
（
教
材
費
・
検
定
料

は
別
途
必
要
で
す
）

定　

員　

20
人
（
選
考
に
よ
り
受
講

者
を
決
定
し
ま
す
）

申
し
込
み

　

８
月
２
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
の
間
に
、
菊
池
市
中
央
公

民
館
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

パ
レ
ア
し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
４
３
０
９

補
助
の
対
象
者

　

菊
池
市
に
居
住
し
、
市
内
の
居
住

用
住
宅
（
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
を

含
む
）
に
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
人
で
、
原
則
と
し
て
、
財
団
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
（
Ｎ
Ｅ
Ｆ
）
の

「
平
成
17
年
度
住
宅
用
太
陽
光
発
電

導
入
促
進
事
業
」
の
補
助
交
付
を
受

け
た
人

補
助
の
額

　

１
kW
当
た
り
２
万
円
（
千
円
未
満

は
切
り
捨
て
、
６
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
）

例●
２
・
67 

kW
を
設
置
し
た
場
合

　

２
・
67
×
２
万
円
＝
５
万
３
千
円

（
千
円
未
満
切
り
捨
て)

●
４
・
55 

kW
を
設
置
し
た
場
合

　

４
・
55
×
２
万
円=

６
万
円

　
（
上
限
６
万
円
）

　

左
図
①
の
申
請
書
を
提
出
の
際

に
、
Ｎ
Ｅ
Ｆ
か
ら
の
「
交
付
決
定
通

知
書
」
が
添
付
で
き
な
い
場
合
は
、 

・
Ｎ
Ｅ
Ｆ
の
「
予
約
受
付
通
知
書
」

の
コ
ピ
ー

・
見
積
書
又
は
契
約
書
の
コ
ピ
ー

・
工
事
着
工
前
の
現
況
写
真
（
※

１
）
が
必
要
で
す
。

　

同
様
に
②
の
報
告
書
を
提
出
の
際

に
、
Ｎ
Ｅ
Ｆ
か
ら
の
「
補
助
金
交
付

額
確
定
通
知
書
」
が
添
付
で
き
な
い

場
合
は
、 

・
Ｎ
Ｅ
Ｆ
へ
の
工
事
着
工
届
の
コ

ピ
ー

・
Ｎ
Ｅ
Ｆ
へ
の
補
助
金
交
付
申
請

書
（
兼
設
置
完
了
報
告
書
）
の
コ

ピ
ー

・
Ｎ
Ｅ
Ｆ
に
提
出
さ
れ
た
九
州
電
力

と
の
売
電
契
約
書
の
コ
ピ
ー

・
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
経
費
に
係

る
領
収
書
の
コ
ピ
ー

・
工
事
完
成
後
の
写
真
（
※
２
） 

・
設
置
者
の
住
民
票
（
３
カ
月
以
内

の
も
の
）
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｆ
の
補
助
金
交
付

額
確
定
通
知
書
が
出
さ
れ
た
ら
、
速

や
か
に
そ
の
コ
ピ
ー
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
１
既
に
着
工
し
た
場
合
は
、
着
工

後
の
写
真
で
も
可

※
２
住
宅
全
体
写
真
、
太
陽
電
池
モ

ジ
ュ
ー
ル
、
余
剰
電
力
販
売
用
電

力
量
計
な
ど

※
申
請
書
・
実
績
報
告
書
な
ど
の
書

類
は
各
総
合
支
所
に
準
備
し
て
い

る
ほ
か
、
菊
池
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

※
申
請
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成
18

年
２
月
末
日
ま
た
は
予
算
が
終
了

し
た
と
き
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課

INFORMATION INFORMATION

入
国
警
備
官
募
集

技
術
講
習
会
パ
ソ
コ
ン

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ（
表
計
算
３
級
）

       

受
講
生
募
集

平成18年度の菊池市職員採用試験を次のとおり実施します。
募集職種・区分および採用予定者数
程　　 度 職　　 種 採用予定者数

高 卒 程 度
一般事務 ３人程度
寮母（父） １人程度
調 理 員 １人程度

短大卒程度 保 育 士 １人程度
大 卒 程 度 行　　 政 ３人程度

受験資格
○高卒程度
　昭和56年4月2日から昭和63年4月1日までに生まれた者
○短大卒程度
　昭和56年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた者
○大卒程度
　昭和54年4月2日から昭和59年4月1日までに生まれた者
　昭和59年4月1日以降に生まれた者で次に掲げるもの

菊
池
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

菊
池
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

の
申
請
受
け
付
け
を
始
め
ま
し
た

７
月
11
日
か
ら

の
申
請
受
け
付
け
を
始
め
ま
し
た

７
月
11
日
か
ら

申　
　

請　
　

者

菊　
　

池　
　

市

①菊池市住宅用太陽光発電システム設置費補
助金交付申請書
・NEFの「交付決定通知書」のコピー
・見積書又は契約書のコピー
・工事着工前の現況写真（※１）

指令書

③菊池市住宅用太陽光発電システム設置費補
助金交付請求書

口座振込

菊

池

市

②菊池市住宅用太陽光発電システム設置費補
助事業実績報告書
・NEFの「補助金交付額確定通知書」のコ
ピー
・発電システムの設置経費に係る領収書のコ
ピー
・工事完成後の写真（※２）
・設置者の住民票（３カ月以内のもの）

菊池市住宅用太陽光発電システム設置費補助
金交付確定通知書

補助金交付までの流れ補助金交付までの流れ

募 集 職 種 警察官Ｂ　「男性」・「女性」・「武道指導」 警　察　事　務
願書配布日 ６月30日から配布開始
採用予定数「男性」39人・「女性」２人・「武道指導」２人 １人
受 付 期 間 ８月15日（月）～８月26日（金） ８月15日（月）～８月26日（金）・インターネット：～８月19日（金）

第
１
次

試 験 日 10月16日（日） ９月25日（日）
試験内容 教養・作文・実技（武道指導のみ） 教養・適性
試 験 地 熊本市・八代市・本渡市 熊本市・八代市・本渡市
合格発表 10月下旬 10月上旬

第
２
次

試 験 日 体力：11月19日（土）
面接：11月26日（土）～11月28日（月）

作文：10月22日（土）
面接：10月29日（土）・30日（日）

試 験 地 熊本市 熊本市
合格発表 12月中旬 11月中旬

受 験 資 格

次のいずれにも該当する人
・18歳から27歳の人（昭和53年４月２日～昭和63年４月１日生）
・警察官Ａの学歴要件（４年制大学を卒業または卒業見込み）以外の人
※武道指導は、上記のほか柔道または剣道２段以上の段位を取得している人

・18歳から21歳の人（昭和59年４月２日～昭和63年４月１
日生）
　ただし、４年制大学を卒業または卒業見込みの人は受験で
きません。

※受験資格の年齢は、平成18年４月１日の年齢
※平成 17年度から、警察事務については、インターネットでの申し込みが可能になりました。
　熊本県ホームページ「くまもと電子申請窓口」で申し込みできます。なお、利用にはパソコンの環境設定、利用者登録が必要です（３日程度かかるので、
早めに済ませてください）。
※警察官Ｂ（武道指導）の試験地は熊本会場のみです。
※警察官の体力試験は、握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、20mシャトルラン、立ち幅跳び、腕立て伏せの７種目です。
※試験案内・受験申込書は、熊本県人事委員会事務局、熊本県警察本部警務課、県内各警察署などで配布します。郵送による資料請求もできますので、希望
する人は、自分の郵便番号、住所、氏名を記載した返信用封筒（角形２号、240円分の切手を貼付）を同封して、希望の職種を明記の上、熊本県警察本部
警務課採用係まで資料請求してください。
問い合わせ先　熊本県警察本部警務課採用係　☎ 096（381）0110　内線 2643

熊本県警察職員採用試験

　ア　大学を卒業した者または平成18年3月までに大学を
卒業する見込みの者

　イ　菊池市長がアに掲げる者と同等の資格があると認め
る者

受付期間
　７月25日（月）～８月12日（金）まで（土日を除く）
試験日
　○一次　９月18日（日） 県立翔陽高校試験会場
　○二次　10月下旬（予定）菊池市役所
申込書の請求
　申込用紙は、菊池市役所　職員課（本庁）および各総
合支所　総務振興課に用意しています。
※詳細は、菊池市役所本庁および各総合支所掲示板、菊池
市ホームページに掲載します。
菊池市ホームページアドレス
　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
問い合わせ・申し込み先　職員課

 願　　　書　　　受　　　付

航空学生 高卒（見込含）
21歳未満

８月１日（月）～
９月８日（木）
※２等陸海空士（男子）
　は年中

一般曹候補学生 18歳以上、
24歳未満

曹候補士 18歳以上、
27歳未満

２等陸海空士 18歳以上、
27歳未満

○待 遇
身分　特別職国家公務員

給与　大学卒　約17万円、高校卒　約16万円
手当　勤務・職種・職域に応じて、住居手当、扶養手当、
航空手当、調整手当など
休日・休暇　完全週休２日制、祝日、年末年始・夏期特別
休暇、年次休暇24日など
昇給　年１回
賞与　期末・勤勉手当4.4カ月（６月：2.1カ月、12月：
2.3カ月）
勤務時間　午前８時～午後５時（地域差あり）
問い合わせ・申し込み先
　自衛隊熊本地方連絡部菊池分駐所　☎（24）2772

陸上・海上・航空自衛官（男女）募集

菊池市職員を募集します 平成18年度菊池市職員採用試験菊池市職員を募集します


